卒論発表4回目
生保の消費者ニーズの変化とそれに伴う生保業界の変化について　　　　　　　　　　　　　　　2011年7月8日
一二三　春菜
 (
変額年金保険のメリット・デメリット
⇒特に、投信と比べた場合、
税制面で有利
であるという点が注目されている
) (
個人年金保険（変額）
vs 
投信
)

 (
最高で所得税
\50,000
、住民税
\35,000
の生命保険料控除・個人年金保険料控除が受けられる
)[image: ]



 (
保険管理費用や資産運用費用として、投信の信託報酬のようなコストがかかる
)
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 (
関係費用は投信よりも高くなるが、多くの場合最低保証がついており、保険機能も備わっていることから、やむを得ない部分であると考えられる
現在、特にまとまった資金＝退職金を持つリタイア後の高齢者をターゲットに販売していることから、
個人年金保険を選択する理由としては、
年金を受け取る権利がそのまま遺族に相続される点や、相続時の課税におけるメリットが重視されている傾向も見られる
)
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 (
新規契約高で見ると、投信が圧倒的なのが現状。
残高も同様。
特に高齢者層に絞って行われたアンケート結果を見ても、資産運用手段としては株式取引に次いで投資信託が利用されていることが分かる
)




[image: 今後取引対象として考えている金融商品についてのアンケート結果]
 (
今後取引対象として考えている金融商品に関するアンケート（全世代・複数回答）では、普通預貯金・定期預金が圧倒的。
投信は国内外合わせて
5.8%
、変額個人年金保険は
0.9%
に留まっている。
終身保険なども含めた貯蓄型保険については
7.9%
という結果。
)







 (
銀行窓販
) (
銀行窓販のメリットとして顧客から認識されている点は、「保険以外も含め複数の商品と比較検討できること」と「敷居の低さ」であることが分かる
チャネル別のイメージ比較から見ても、顧客が銀行窓販と保険外交員に持っているイメージの差、ニーズが異なっていることが伺える
⇒この違
いが
、チャネル別で商品のすみ分けが発生
している一因として挙げられる
)

 (
現時点では、銀行窓販の主力は個人年金保険だが、窓販解禁以降、銀行側は顧客のライフステージに合わせて生保以外の金融商品も含め、適切な商品をタイムリーに提供していくことを目標としている。（全国銀行協会
HP
より）
⇒保障性商品の販売体制の構築が問題点
) (
銀行による保険窓販のイメージ
)
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image1.emf
メリット デメリット

老後の生活費の備えができる 受け取れる年金額が不確定

遺族への相続がスムーズに行える まとまった資金が必要

個人年金保険料控除により所得税&住

民税が減税される

保険会社の破綻により損害を受ける

可能性がある

年金受け取りまで課税されない 関係費用がかかる

運用先のファンドを自由に選択できる 解約控除に制限がある

保険機能も備わっている

持病があっても加入できる


image2.emf
変額個人年金保険 投資信託

諸費用

契約時 なし 投資額の0～3%程度（販売手数料）

運用期間中

保険関係費用＋運用関係費用

（積立額の1.26～3.5%程度）

信託報酬（純資産総額の0.3～2%）

解約に伴う

手数料

契約日から経過7～10年未満で解約し

た場合、費用がかかる（解約控除）

原則なし

税制

運用期間中の

収益に対する

課税

非課税 源泉分離課税20%

資産移転

（スイッチング）

非課税 収益に対して20%の源泉分離課税

所得控除 生命保険料控除の対象 なし

解約時

一時所得（契約後5年以内の解約の場

合は20%の源泉分離課税）

源泉分離課税20%

相続時取扱

一時払い保険料評価　500万円×相続

人の数までは、非課税財産

時価評価

年金受取時 雑所得 なし

その他

死亡時受取額

基本的には時価

（払込保険料を最低保証）

時価

貸付制度 解約返戻金の一定範囲内で受けられるなし


